
8 - -

7508  産学官共同研究事業

共同研究数
2

3 3 2 2 2 2
件

4 2 1 2 - -

8166  起業機会創出支援事業

事業の実施により市内で創業した方
3

1 1 1 1 1 1
人

0 2 0 0 - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０２ 産学官連携や異業種連携による価値の創造

企業振興課長  熊谷和久

１．施策の平成30年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

イノベーションパークを拠点とした産学官連携や融合、共同研究、これからの研究成果を実践する場を提供することにより

、inove（イノベ）への質の高い技術の蓄積と次代を担う人材を育てるとともに、金融機関等との連携によるファンド創成

などの模索を進める必要があります。また、ＩＣＴを活用した付加価値の高い地域資源やサービスの提供により、企業の成

長や起業を支援し、若者の雇用機会を創出します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

暮

ら

し

セミナー、フォーラム等の交流事業の回数（累計）

1 12 25 35 54 54 Ａ
回 0

20 44 77 120 120 222.2

幸

福

身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じている人の割合

2 40.5 42 43.5 45 45 Ｄ
％ 39.5

40.4 40.4 36.3 34.6 34.6 △89.1

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度

2631  経済振興連携事業

産学官連携による課題解決の実績（累計）
1

30 33 37 39 41 43
件

33 35 36 3



針

ん。

(１) 平成30

に

年度方針策定に際し、

つ

今後の方向性や引継課

い

題

【今後の方向性】

協

て

同研究については、補

の

助金支出に留まり、本

達

市の主体的な研究機関

成

と企業とのマッチング

（

には至っていません。

実

市として

注力したい分

現

野などの選定によるア

）

ピールと大学連携を核

状

とした、民間企業参加

況

の仕組みなどにつてい

Ａ

再考の余地がありま

す

達

。

【引継事項】

セミナ

成

ーやフォーラムの年間

し

スケジュールを年度初

た

めにある程度確定させ

Ａ

、企業及び市民にPR

達

することが必要です。

成した

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり
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前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０２ 産学官連携や異業種連携による価値の創造

企業振興課長  熊谷和久

２．施策の実現に向けての平成30年度までの取り組み状況を分析する

滝沢市に立地する岩手県立大学の行動な教育環境を活かし、IC

政

T産業の集積につなげ

 

るため、滝沢市IPU

 

イノベーションセン

タ

 

ーを中心に異業種連携

 

に繋がる取組（セミナ

策

ー・フォーラム等）を

:

行いました。ICT産

基

業は、IoTによる異

本

業種の連携によ

るイノ

施

ベーションが注目され

策

ており、時代に即した

:

取組となっています。

施

(２) 基本計画内の

 

取り組みと方針のうち

 

、平成30年度の重点

 

課題の達成（実現）状

 

況

【重点課題】

・共同

策

研究の継続実施

・滝沢

:

市IPUイノベーショ

施

ンセンターを中心に産

策

学連携、企業間連携、

担

異業種間連携のきっか

当

けとなるフォーラム、

職

セミナ

ーの開催と充実

・

【重点課題に対する達

氏

成状況】

・共同研究に

名

ついては、２件実施し

(

ました。

３．施策の実

１

現に向けての平成30

)

年度実施後での変化を

 

認識する

産学官連携や

施

異業種間連携は、AI

策

やIoTの加速度的な

目

進展により、さらに重

標

要なキーワードとなっ

の

てといます。新興住宅

達

地

と農村が隣接する本

成

市の特色を生かし、農

（

商工における様々な連

実

携の実証実験のフィー

現

ルド、将来のSE（シ

）

ステムエンジニ

ア）を

に

目指す岩手県立大学学

向

生を抱える地の利をよ

け

り活かせる状況となっ

た

ています。

本市が平成

基

３０年度に加盟したI

本

oT推進ラボ（経済産

計

業省）IoT官民ネッ

画

ト（総務省）などの全

期

国的な組織が活動を活

間

発化さ

せています。

成

内

長産業分野としてIC

の

T関連産業が注目され

取

る中、現在の施策の更

り

なる取組の強化は求め

組

られるものの、施策の

み

方向性は時

代にマッチ

と

しており、施策自体の

方

見直しは必要ありませ



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画
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前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０２ 産学官連携や異業種連携による価値の創造

企業振興課長  熊谷和久

2631  経済振興連携事業

293 144 △50.9

7508  産学官共同研究事業

1,000 1,000 0.0

8166  起業機会創出支援事業

80 80 0.0

14107  地域人材育成のための事業

3,131 3,855 23.1


